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２．河川利用（高水敷利用）
１）自由使用と許可使用
河川利用には大きく分けて自由使用と許可使用が有ります。
自由使用とは説明するまでも有りませんがジョギングや散策、魚釣りといったもので

有り、有るがままの状態で個人とか少人数で楽しむもので権利とか義務を負いません。
ただし、 とか 、 と川を汚さない ゴミを捨てない 他の河川利用者や周囲に迷惑をかけない
いった と が必要です。社会通念上の最低のルール 自分の行動には責任を持つ事
一方、許可使用とは先ほども申しましたとおり所定の様式で申請して頂き、河川法の

許認可を得てから行うものであり、審査に当たっては以下の様なフローに基づいて行わ
れます。

河川利用 自由使用

許可使用 河川法２４条（土地の占用の許可）
河川法２５条（土石等の採取の許可）
河川法２６条（工作物の新築等の許可）
河川法２７条（土地の掘削等の許可）

２）許認可審査

許可申請
YES NO

申請者として ・橋、公園、兼用道路、坂路、農地、その他
適 正 か

地方公共団体 地方公共団体若しくは団体個人

必 然 性 ・占用もしくは、工作物を造る事が必要か？
・申請された場所でなければならないか？

公共性・公益性 ・公共性、公益性はあるか？
・特定の団体、個人の利害とならないか？
・他の利用者（施設に支障を及ぼさないか？

河川管理上の ・河川管理上支障とならないか？（利水・治水・水質）
支 障

安 全 性 ・構造物としての一定の安全性は確保されている
か？

不許可 許 可
※申請内容により、若干の違い（該当しない項目）はあるが概ね、以上の項目について審査する。




